
農村ＲＭＯ・しきしまの家運営協議会（豊田市）



岐阜県

長野県

愛知県

■人口 415,233人 （2024年11月1日）
■面積 918．47km2 （愛知県の約18％）

豊田市

都市と山村が共存する「日本の縮図」豊田市

旭地区
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■自治区の地勢
豊田市の中山間地域に位置
面積：21.7ｋ㎡
標高：約180m～530m

■農振農用地
126.5ha

■自治区の人口（R6.3.1）

人 口：877人(住民基本台帳)

世帯数：322世帯(自治区調べ)

■公共施設
旭中学校
敷島小学校
杉本こども園
杉本郵便局
杉本駐在所

■集落数
9集落（町内会）

矢作川

岐阜県恵那市

稲武
地区

足助地区

小原地区

築羽自治区敷島自治区

旭支所
小渡自治区

笹戸自治区

浅野自治区

旭地区 （合併前旭町）

自治区が地域課題解決のために農村RMOを組織
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（2010年～）
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2020.11.28 ホテルルポール麹町

１０年間の活動が評価され
地域活性化優良事例として 総務大臣賞を受賞
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人口減少、高い高齢化率は100年続く

名古屋大学「小地域ごとの簡易人口推計ツール」

高齢化率の
ピークは40
年後55% 80年後の

人口は1/3
の300人
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「しきしま♡ときめきプラン2020」
３つの重点プロジェクト

プロジェクト① 支え合い社会創造プロジェクト
誰もが「支える人」であり続け、無理のない持続的な有償ボラ
ンティアのシステム（現代の 「結」）を創り上げる

プロジェクト② 農村景観を守る農地保全プロジェクト
美しい農村の風景を次世代につなぐため、消費者とつな
がる農地保全（CSA農業）、集落営農組織化に取り組む

プロジェクト③ 未来への構造改革プロジェクト
人口減少・超高齢社会に合った自治区、町内会などに改め、
関係人口と共に地域を自治する拠点を整備する

人口減少・超高齢社会を受け止めて前に進む！
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みんなが「支え
る人」であり「支
えられる人」！

プロジェクト①
支 え 合 い
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３年間の話し合い・環境変化
を踏まえた新たな方向性

①集落営農組織化は単独集落では困難だ

②共同活動ができない集落も出てきた

③「自給家族」をやりたいが、人材がいない

・中山間直払いの加算制度が拡充された
・農村RMOを推進する支援制度の創設
・「地域計画」の策定が義務付けられた

国の政策など
の環境変化

しきしま全体の広域連携で農地を保全しよう

プロジェクト②
農 地 保 全
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みんなのたまり場「しきしまの家」

自治区の方針に基
づき、経営的な観
点や手法で具体的
に事業を実施する。

定住促進部 環境保全部 福祉健康部

次世代育成部 安全安心部 広報部

大規模災害に備えた機能的防災会

町内会、
農事組合
など地縁
的団体

敷島自治区（任意団体）１階

しきしまの家２階

支え合いプロジェクト事務局

農地保全プロジェクト事務局

農村レストランふらっとyui

関係人口とつ
ながるテーマ
別団体のプ
ラットホーム

経営的手法で地域課題を解決する２階を増築

地域課題を協議、
方針を定め行政と
共働して実践する。

方針

プロジェクト③
構 造 改 革
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関係人口：都市に居住しながら山村地域の課題解決に積極的に関わる人

地域住民が主体性を持って自立
し、地域課題を解決

地域住民と関係人口が共に自治
の主体となって地域課題を解決

人口減少・高齢化

地域住民

地域住民

関係人口

地域自治＝住民自治 地域自治＝関係自治

山村自治 の新しい考え方

これまで これから

プロジェクト③
構 造 改 革
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農村ＲＭＯ実証事業（R5～7年度）

令和5年度から3年間の
農村RMOモデル推進支援
事業に採択されました。
草刈りロボットは、愛

知工業大学との連携事業、
農用地保全の切り札、し
きしまの家「自給家族」
の募集を開始しました。

農用地保全

「地域計画」実現化戦略計画

草刈りロボット開発実証

しきしまの家自給家族実証

地域資源活用
RMO拠点しきしまの家整備

高齢者生産野菜配送加工実証

生 活 支 援
支え合いシステム実証

高齢者移動支援実証
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米のCSA・自給家族のコンセプト
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しきしまの家・自給家族2025年産目標

しきしまの家

穀物保冷庫
（リース）

米の受け渡
しステーショ
ン・決済

生産者グループ

自給家族

消費者
交流

押井含む7グループ 押井含む300世帯

出荷450俵

全体イベント1回/年
集落イベント1回以上/年

項目 目標

保全農地 7.5ha

生産者米価 25,000円／俵

しきしまの家事務費 2,250,000円

2023年産 140家族 210俵
2024年産 200家族 300俵
2025年産 300家族 450俵
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私たちの見つけた大切なこと

①ビジョンを丁寧につくり地域の総意とする

②人口減少・超高齢社会を受け止める

③アクティブシニアが地域のミライを拓く

④美しい農村景観を守ることにこだわる

⑤都市部の関係人口を地域自治の主体に加える

①農村RMOの法人化で地域を経営する（R8）

②「自給家族」はじめ複数の自主財源を持つ

③農村RMOが実質的な農地利用調整機能を持つ

今後の展望（課題）
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課題を乗り越えるコツ

私たちの経験 何をしたか

住民が学んだ

2009年「日本再発進！若者よ田舎を目指そう
プロジェクト」でメディアの注目を集め、将
来ビジョンを作らざるを得なくなった。学び
によって住民の諦めが希望に変わった。

拠点を作った

2022年「支え合いプロジェクト」の検討中、
主婦の「たまり場が欲しい」の一言から拠点
「しきしまの家」が生まれた。目に見える場
所の存在が農村RMOに昇華した。

専門家に頼った

可知祐一郎氏の「地域まるっと中間管理方
式」の提案。八方ふさがりだった「農用地保
全」対策に、市職員が「中山間直払い広域加
算」「農村RMOモデル」などの知恵を授けて
くれた。難しい農村政策は、専門家に頼るの
が一番。
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